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日
蓮
宗
葬
儀
、
あ
る
い
は
文
化
継
承
に
関
す
る
一
考
察

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
）

讃

岐

英

昌

は
じ
め
に

現
在
行
わ
れ
て
い
る
葬
儀
へ
の
批
判
は
す
で
に

１

昭
和
四
十
四
年
の
末
か
ら
始
ま
り
、
現
在
も
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
無
宗
教
葬
な
ど
の

仏
教
の
葬
儀
か
ら
離
れ
た
葬
儀
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
で
は
、
仏
教
葬
は
な
ぜ
批
判
を
受
け
、
不
要
論
ま
で
声
高
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
葬
儀
と
仏
教
を
取
り
巻
く
環
境
と
歴
史
を
振
り
返
り
、
現
在
の
葬
送
儀
礼
の
問
題
点
を
探
り
、
今
後
の
日
蓮
宗

の
葬
儀
を
、
強
い
て
は
文
化
の
継
承
の
あ
り
よ
う
を
、
管
見
で
は
あ
る
が
模
索
し
て
い
き
た
い
。

第
一
章

葬
儀
の
歴
史

一
、
仏
教
が
伝
来
し
て

西
暦
五
五
二
年
に
日
本
に
伝
来
し
た
仏
教
は
鎮
護
国
家
の
た
め
で
あ
っ
た
が
、
武
田
聴
洲
は

２『
七
世
父
母
攷
』
の
な
か
で
、
六
二
八

年
に
七
世
六
道
四
生
の
た
め
に
「
金
銅
釈
迦
三
尊
」
を
蘇
我
馬
子
が
造
像
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
七
世
と
は
七
世
父
母
の
こ
と
で
あ

り
、
先
祖
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
以
後
も
七
世
父
母
の
た
め
に
造
像
・
造
寺
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
写
経
や
造
像
・
造
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寺
の
主
が
願
主
と
な
り
、
恩
顧
を
蒙
っ
た
人
や
両
親
・
先
祖
な
ど
に
善
行

を
も
っ
て
追
善
回
向
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

六
八
六
年
に
天
武
天
皇
の
百
ヶ
日
忌
を
行
い
、
追
善
の
法
要
を
修
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
七
〇
〇
年
に
は
道
昭
が
日
本
で
初
め
て
仏
教
の
葬

法
で
あ
る
火
葬
を
行
い
、
驚
く
べ
き
速
さ
で
火
葬
は
天
皇
家
へ
と
伝
わ

り
、
道
昭
が
火
葬
を
お
こ
な
っ
た
わ
ず
か
三
年
後
に
は
持
統
天
皇
が
天
皇

家
で
初
め
て
の
火
葬
を
行
い
、
ま
た
七
〇
七
年
に
文
武
天
皇
、
七
二
一
年

に
は
元
明
天
皇
が
と
も
に
火
葬
さ
れ
て
い
る
。
圭
室
諦
成
の

３

『
葬
式
と

仏
事
』
に
よ
る
と
、
穢
の
思
想
に
浸
潤
し
て
い
た
古
代
中
頃
ま
で
の
時
代

に
は
、
寺
院
に
遺
骸
を
い
れ
る
こ
と
は
、
最
も
嫌
忌
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
思
想
が
薄
ら
い
で
く
る
と
、
今
度
は
寺
院
に
遺
骸

を
納
め
る
こ
と
が
、
故
人
の
冥
福
を
祈
る
近
道
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。『
類
聚
雑
例
』
に
よ
れ
ば
、
延
喜
二
十
一
年（
九
二
一
）、
中
納
言
源
有
時
が
死
亡
す
る
と
、
遺
族
は
そ
の
遺
骸
を
粉
末
に

し
て
骨
壷
に
入
れ
、
東
山
住
蓮
舟
法
師
の
私
寺
屋（
持
仏
堂
）に
納
め
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
九
〇
〇
年
代
頃
か
ら
、
持
仏
堂
で
は
あ
る
が
、
遺
骨
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
穢
れ
の

思
想
が
薄
ま
り
、
寺
院
へ
の
納
骨
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
も
う
少
し
時
間
を
要
す
る
が
、
寺
院
へ
の
納
骨
と
時
を
同
じ

く
し
て
仏
教
が
葬
儀
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
。

二
、
仏
教
葬
儀
の
萌
芽

年
表
Ⅰ

五
五
二
年

六
二
八
年

六
八
六
年

七
〇
〇
年

七
〇
三
年

七
〇
七
年

七
二
一
年

七
五
七
年

九
二
一
年

九
三
〇
年

仏
教
伝
来

蘇
我
馬
子
が
先
祖
追
善
の
た
め
釈
迦
像
を
造
る

天
武
天
皇
百
ヶ
日
法
要
を
行
う

道
昭
が
火
葬
を
初
め
て
行
う
行
う

持
統
天
皇
の
火
葬

文
武
天
皇
の
火
葬

元
明
天
皇
の
火
葬

天
武
天
皇
の
一
周
忌
を
行
な
う

源
有
時
が
火
葬
し
た
遺
骨
を
私
持
寺
に
納
め
る

醍
醐
天
皇
陵
に
塔
婆
を
三
本
立
て
る
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九
八
五
年
に
恵
心
僧
都
源
信
が
『
往
生
要
集
』
を
著
し
、
翌
年
の
九
八
六
年
五
月
二
十
五
日
に
比
叡
山
に
臨
終
正
念
を
期
す
二
十
五
三

昧
講
を
結
成
し
た
。
こ
の
二
十
五
三
昧
講
は
同
年
九
月
十
八
日
に
起
請
八
箇
条
を
定
め
、
九
八
八
年
に
四
箇
条
を
足
し
て
十
二
箇
条
と
し

て
完
成
し
て
い
る
。

こ
の
十
二
箇
条
に
つ
い
て
、
高
橋
繁
行
の

４『
葬
祭
の
日
本
史
』
に
記
述
が
あ
る
。

一
、
毎
月
十
五
日
の
夜
を
期
日
と
定
め
て
不
断
念
仏
を
修
す
べ
き
こ
と
。

二
、
毎
月
十
五
日
に
、
正
午
以
後
は
念
仏
を
行
い
、
そ
れ
以
前
は
「
法
華
経
」
を
講
ず
る
こ
と
。

三
、
十
五
日
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
な
か
か
ら
、
順
序
を
定
め
て
仏
前
に
灯
明
を
奉
る
こ
と
。

四
、
光
明
真
言
で
加
持
を
し
た
土
砂
で
死
者
の
遺
骸
を
埋
め
る
こ
と
。

五
、
こ
の
二
十
五
三
昧
に
結
縁
し
た
人
々
は
、
お
た
が
い
に
永
く
父
母
・
兄
弟
の
よ
う
な
気
持
ち
で
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

六
、
こ
の
二
十
五
三
昧
に
結
縁
し
た
人
々
は
、
こ
れ
を
発
願
し
た
後
は
お
の
お
の
身
業
・
口
業
・
意
業
の
三
業
を
つ
つ
し
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

七
、
こ
の
二
十
五
三
昧
の
結
縁
衆
の
な
か
に
病
人
が
出
た
と
き

は
、
み
ん
な
で
心
を
配
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八
、
こ
の
結
衆
の
な
か
に
病
人
が
出
た
と
き
は
、
順
序
を
き
め

て
、
た
が
い
に
病
人
を
看
病
し
た
り
見
舞
っ
て
や
っ
た
り
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
、
舎
一
宇
を
建
立
し
こ
れ
を
往
生
院
と
名
づ
け
て
、
こ
れ
に

病
人
を
移
す
こ
と
。

十
、
景
色
の
よ
い
と
こ
ろ
に
安
養
廟
と
名
づ
け
る
一
画
を
設

年
表
Ⅱ

九
八
五
年

九
八
六
年

一
〇
三
六
年

一
一
〇
三
年

一
一
〇
七
年

一
一
一
九
年

一
一
三
一
年

恵
心
僧
都
源
信
『
往
生
要
集
』
を
著
す

源
信
、
二
十
五
三
昧
講
を
結
成
す
る

天
皇
の
葬
儀
で
念
仏
・
土
砂
加
持
を
行
な
う

中
国
の
宋
に
て
『
禅
苑
清
規
』
が
編
纂
さ
れ
る

堀
川
天
皇
、
仁
和
寺
に
三
重
石
塔
を
建
て
納
骨
す
る

日
野
南
に
墓
堂
化
し
た
二
十
五
三
昧
講
が
存
在

白
河
天
皇
の
遺
骨
を
三
重
塔
に
納
骨
す
る
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け
、
卒
塔
婆
一
基
を
建
て
て
、
一
同
の
墓
所
と
す
る
こ
と
。

十
一
、
わ
れ
ら
の
仲
間
の
う
ち
に
死
者
が
出
た
と
き
は
、
葬
儀
を
お
こ
な
っ
て
念
仏
を
と
な
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
二
、
起
請
の
趣
旨
に
よ
ら
ず
、
怠
り
な
ま
け
る
人
を
、
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
か
ら
は
ず
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
二
十
五
三
昧
講
は
、
僧
侶
の
参
加
は
十
人
ま
で
と
定
め
て
い
た
が
、
尼
僧
お
よ
び
一
般
人
は
本
人
の
希
望
に
よ
る
か
ぎ
り
無
制
限

に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
二
十
五
三
昧
講
は
、
独
自
の
火
葬
場
を
所
有
し
、
ま
ず
貴
族
の
あ
い
だ
で
こ
の
火
葬
場
で
火

葬
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
希
望
が
お
こ
り
、
二
十
五
三
昧
講
へ
の
参
加
者
は
し
だ
い
に
増
え
、
ま
た
互
助
的
機
能
と
墓
所
と
葬
儀
が

う
け
い
れ
ら
れ
、
各
所
に
二
十
五
三
昧
講
が
建
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
圭
室
諦
成
は

５『
葬
式
仏
教
』
で
、

定
覚
上
人
は
、
叡
山
の
二
十
五
三
昧
の
成
績
を
み
て
、
た
だ
ち
に
蓮
台
野
に
、
二
十
五
三
昧
の
講
社
を
む
す
ん
だ
、
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
が
蓮
台
野
は
、
二
十
五
三
昧
起
請
で
、
講
社
の
墓
を
意
味
す
る
蓮
台
廟
の
蓮
台
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
京
都
附
近
で

は
、
一
一
一
九
年
日
野
南
に
、
一
二
六
九
年
般
若
寺
附
近
に
二
十
五
三
昧
が
存
在
し
て
い
た
。

ま
た
一
〇
三
六
年
の
後
一
条
天
皇
の
葬
儀
で
は
、
天
台
僧
が
葬
場
北
庭
で
呪
願
を
お
こ
な
い
、
荼
毘
所
ち
か
く
で
念
仏
と
土
砂
加
持
が

お
こ
な
わ
れ
た
記
録
が
『
類
聚
雑
例
』
の
な
か
に
あ
り
、
二
十
五
三
昧
講
の
影
響
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
二
十
五
三
昧
講
の
ひ
ろ
が
り
は
、
臨
終
中
心
か
ら
変
化
を
き
た
し
て
い
た
。
圭
室
諦
成
の

６

同
著
に
は
、
当
時
の
様
子
を
、

普
及
し
た
二
十
五
三
昧
は
、
叡
山
の
そ
れ
と
は
ち
が
い
、
い
ち
じ
る
し
く
変
貌
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
山
を
く
だ
っ
た

常
住
三
昧
・
法
華
三
昧
が
、
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
場
合
も
ま
た
、
僧
侶
中
心
か
ら
在
家
中
心
に
、
臨
終
中
心
か
ら
葬
儀
中

心
に
、
転
化
し
て
い
る
。
一
一
二
〇
年
、
日
野
南
の
二
十
五
三
昧
に
つ
い
て
み
る
と
、
往
生
院
は
、
墓
地
の
な
か
に
設
け
ら
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
墓
堂
化
し
て
い
た
。
生
前
こ
こ
に
随
伴
す
る
こ
と
は
稀
で
、
死
後
葬
送
の
と
き
、
は
じ
め
て
こ
こ
で
葬
祭
が
お
こ
な

わ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

と
、
し
て
い
る
。
こ
の
二
十
五
三
昧
講
の
変
化
と
同
時
期
に
、
天
皇
家
で
も
本
格
的
に
寺
院
へ
塔
を
建
立
し
納
骨
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
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こ
の
こ
と
は
、
二
十
五
三
昧
講
の
影
響
と
そ
れ
に
と
も
な
う
仏
教
の
葬
儀
が
、
天
皇
家
や
貴
族
を
中
心
に
浸
透
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

７『
葬
祭

現
代
的
意
義
と
課
題
』
の
「
官
僧
と
三
昧
聖
」
に
は
、

平
安
中
期（
一
一
世
紀
）に
い
た
っ
て
も
、
い
ま
だ
墓
や
葬
祭
儀
礼
に
た
い
し
て
、
人
々
は
そ
れ
ほ
ど
熱
心
に
関
心
を
よ
せ
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
貴
族
の
火
葬
で
あ
っ
て
も
、
親
類
縁
者
は
火
葬
に
同
行
す
る
だ
け
で
、
荼
毘
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
多
く
帰

宅
し
、
実
際
に
遺
骨
を
拾
う
の
は
乳
母
児
や
、
少
数
の
僧
侶
で
あ
る
と
い
う
の
が
通
例
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
死
を

「
穢
れ
」
と
し
て
忌
避
す
る
古
来
か
ら
の
日
本
人
の
観
念
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
中
略
）
私
度
僧
は
、
許

可
な
く
私
的
に
得
度
し
た
在
野
の
僧
で
す
。
火
葬
に
た
ず
さ
わ
っ
た
三
昧
聖
と
は
、
こ
の
私
度
僧
の
こ
と
で
す
。

と
あ
り
、
一
一
世
紀
に
は
、
火
葬
は
貴
族
の
間
に
も
浸
透
し
、
三
昧
聖
と
い
う
私
度
僧
が
火
葬
に
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。ま

た
碑
文
谷
創
著

８『
葬
儀
概
略
』
の
「
二
十
五
三
昧
会
の
影
響
」
で
は
、

十
二
世
紀
に
も
な
る
と
、
往
生
院
は
臨
終
に
際
し
て
の
も
の
で
は
な
く
墓
堂
化
し
て
、
死
後
の
葬
祭
の
こ
と
へ
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
こ
う
し
た
念
仏
講
は
、
擬
死
再
生
の
逆
修
、
つ
ま
り
一
度
往
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
穢
れ
が
清
め
ら
れ
、
病
気
が
治
り
、

長
生
き
で
き
、
安
楽
死
で
き
る
、
と
し
て
民
間
の
間
に
も
流
行
し
、
信
仰
を
集
め
た
よ
う
で
す
。

と
、
民
衆
に
は
ま
ず
、
葬
儀
や
臨
終
と
い
う
意
味
合
い
よ
り
、
現
世
利
益
的
な
意
味
合
い
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
点
が
天
皇
家
や
貴
族
な
ど
が
、
葬
儀
と
し
て
受
け
入
れ
た
こ
と
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
初
の
か
た
ち
と
違

う
と
は
い
え
、
こ
の
二
十
五
三
昧
の
受
容
は
、
次
に
来
る
時
代
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
る
。

三
、
仏
教
葬
法
の
発
展
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一
一
七
五
年
に
法
然
が
浄
土
宗
を
開
き
、
す
で
に
あ
っ
た
二
十

五
三
昧
講
と
い
う
下
地
の
う
え
に
念
仏
を
弘
め
、
一
一
九
二
年
に

は
後
白
河
法
皇
の
臨
終
に
際
し
、
法
皇
に
念
仏
を
授
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
一
五
三
年
に
は
高
野
山
で
納
骨
が
お
こ
な
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
も
二
十
五
三
昧
の
影
響
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ら
れ
る
。
次
い
で
一
二
二
四
年
に
真
言
宗
の
高
弁
が
光
明
真
言
の

土
砂
加
持
を
中
心
に
今
日
的
な
葬
送
儀
礼
に
通
じ
る
密
教
の
葬
法

を
立
て
、
ま
た
一
二
六
四
年
に
現
在
の
奈
良
県
に
あ
る
西
大
寺
で

過
去
帳
の
記
載
に
よ
る
極
楽
往
生
を
説
き
寄
進
を
募
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
二
十
五
三
昧
の
起
こ
り
と
と
も
に
各
宗
寺
院
は
、

葬
儀
を
仏
教
の
中
に
積
極
的
に
取
り
い
れ
、
こ
れ
以
後
は
、
追
善

が
主
で
あ
っ
た
仏
教
が
民
衆
の
葬
送
儀
礼
に
本
格
的
に
関
わ
る
よ

う
に
な
る
。
一
四
一
七
年
に
書
か
れ
た
『
浄
土
三
国
佛
祖
伝
集
』

に
は
三
昧
聖
・
御
坊
聖
の
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
ら
浄
土
宗
の
三
昧

聖
・
御
坊
聖
や
半
僧
半
俗
の
聖
た
ち
が
全
国
各
地
に
仏
教
の
簡
単
な
葬
送
儀
礼
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
下
地
の
上
に
、
仏
教
各
宗
派
が
郷

村
に
そ
れ
ぞ
れ
の
供
養
と
葬
儀
を
も
っ
て
進
出
し
た
。
曹
洞
宗
は
、
一
一
〇
三
年
に
中
国
で
編
纂
さ
れ
た
『
禅
苑
清
規
』
を
元
に
葬
儀
を

確
立
し
て
い
っ
た
。
こ
の
『
禅
苑
清
規
』
は
一
二
三
一
年
に
弁
円
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
が
葬
儀
に
は
起
用
さ
れ
ず
、
道

元
の
死
後
に
、
尊
宿（
高
僧
）亡
僧（
修
行
中
に
死
亡
し
た
僧
）の
葬
法
の
内
、
亡
僧
の
葬
法
を
も
と
に
在
家
の
葬
送
儀
礼
と
し
て
整
え
、
曹

洞
宗
が
こ
の
葬
送
儀
礼
を
も
っ
て
郷
村
に
進
出
し
た
。
こ
れ
以
後
、
仏
教
各
宗
派
の
葬
送
儀
礼
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
も
っ
た
式
次
第
を

年
表
Ⅲ

一
一
七
五
年

一
一
五
三
年

一
一
九
二
年

一
二
二
二
年

一
二
二
四
年

一
二
三
一
年

一
二
六
四
年

一
二
八
二
年

一
二
九
五
年

一
四
一
七
年

一
五
〇
一
年

一
六
三
八
年

法
然
が
浄
土
宗
を
開
く

高
野
山
で
納
骨
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

後
白
河
法
皇
の
臨
終
に
際
し
念
仏
を
授
け
る

日
蓮
大
聖
人
誕
生

高
弁
が
土
砂
加
持
の
葬
法
を
立
て
る

弁
円
に
よ
り
『
禅
苑
清
規
』
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る

西
大
寺
で
過
去
帳
記
載
で
往
生
を
説
く

日
蓮
大
聖
人
の
ご
入
滅

二
十
五
三
昧
講
の
浄
土
宗
化

浄
土
宗
に
三
昧
聖
・
御
坊
聖
の
存
在

職
掌
を
と
も
な
っ
た
三
昧
聖
の
存
在

江
戸
幕
府
が
寺
請
け
制
度
を
設
け
る
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整
え
、
時
を
経
る
に
従
い
、
葬
送
儀
礼
を
中
心
と
し
て
寺
檀
関
係
が
成
立
し
て
い
く
。

四
、
寺
請
け
制
度

僧
侶
も
ふ
く
め
て
一
般
も
、
寺
請
け
制
度
に
よ
り
今
日
的
な
寺
檀
関
係
が
成
立
し
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
、
強
要
さ
れ
た
関
係
と
い

う
感
覚
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
現
在
の
寺
檀
関
係
に
嫌
悪
感
を
あ
た
え
て
い
る
。

し
か
し
歴
史
の
観
点
か
ら
見
て
ど
う
な
の
か
。
一
六
三
八
年
に
江
戸
幕
府
が
寺
請
け
制
度
を
設
け
る
が
、
幕
府
が
寺
請
け
制
度
に
よ
り

強
硬
に
寺
檀
関
係
を
構
築
す
る
よ
り
以
前
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
寺
檀
関
係
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
強
固
な
寺
檀
関
係

と
、
過
去
帳
を
元
に
し
た
戸
籍
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
そ
、
江
戸
幕
府
は
こ
の
寺
檀
関
係
を
利
用
す
る
た
め
に
寺
請
け
制
度
を
設
け
た
に

す
ぎ
な
い
。

五
、
日
蓮
宗
の
葬
儀

以
上
、
葬
送
・
葬
儀
に
関
す
る
歴
史
を
追
っ
た
。
次
に
、
日
蓮
大
聖
人
ご
在
世
当
時
の
仏
教
葬
儀
を
歴
史
的
に
見
る
と
、
ち
ょ
う
ど
発

展
期
に
あ
た
り
、
大
聖
人
が
葬
送
と
葬
儀
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
日
蓮
大
聖
人
は

９「
上
野
尼
御
前
御

返
事
」
の
な
か
で
、

我
し
（
死
）
な
ば
に
な
わ
れ
て
の
ぼ（
野
墓
）へ
ゆ
き
な
ん
の
ち
の
あ
と
、
を
も
い
を
く
事
な
し
と
ふ
か
く
を
ぼ
し
め
し
た
り
し
に
、

と
あ
り
、
意
味
は
「
自
分
が
死
ん
だ
ら
子
に
棺
を
か
つ
が
れ
て
野
辺
の
墓
へ
葬
ら
れ
た
後
は
、
何
の
心
配
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
」

と
、
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
上
野
尼
御
前
の
息
子
五
郎
へ
の
思
い
を
日
蓮
大
聖
人
が
代
弁
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
る
こ
と

は
、
墓
に
葬
っ
た
後
の
こ
と
は
心
配
な
い
と
思
っ
て
い
た
部
分
で
、
葬
送
よ
り
も
後
の
追
善
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
な
に
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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次
に
、
日
興
聖
人
に
よ
る
『
宗
祖
御
遷
化
記
録
』
の
「
御
葬
送
次
第
」
を
見
る
。

一
御
葬
送
次
第

先
火
・
二
郎
三
郎
鎌
倉
ノ
住
人

次
大
宝
華
・
四
郎
次
郎
駿
河
国
富
士
上
野
ノ
住
人

次
幡
・
左

四
條
左
衛
門
尉
・
右

衛
門

太
夫

次
香
・
富
木
五
郎
入
道

次
鐘
・
太
田
左
衛
門
入
道

次
散
華
・
南
條
七
郎
次
郎

次
御
経
・
大
学
亮

次
文
机
・
富
田
四
郎
太

郎次
佛
・
大
学
三
郎

次
御
は
き
も
の
・
源
内
三
郎
御
所
御
中
間

次
御
棺
・
御
輿
也

前
陣

大
国
阿
闍
梨

左
・
侍
従
公
・
治
部
公
・
下
野
公
・
蓮
華
闍

右
・
出
羽
公
・
和
泉
公
・
但
馬
公
・
卿
公

後
陣

辨
阿

闍
梨

左
・
信
乃
公
・
伊
賀
公
・
攝
津
公
・
白
蓮
阿
闍
梨

右
・
丹
波
公
・
太
夫
公
・
筑
前
公
・
輔
公

次
天
蓋
・
太
田
三
郎
左

衛
門
尉

次
御
大
刀
・
兵
衛
志

御
腹
巻
・
椎
地
四
郎

次
御
馬
・
亀
王
童
・
滝
王
童

以
上
の
通
り
で
、
葬
列
と
持
ち
物
に
つ
い
て
記
し
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
表
題
が
「
御
葬
送
次
第
」
で
あ
る
か
ら
当
然
で
あ
る

が
、
こ
れ
ほ
ど
葬
列
の
細
か
い
記
述
が
あ
り
な
が
ら
、
葬
儀
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
が
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

先
の
「
上
野
尼
御
前
御
返
事
」
に
も
「
の
ぼ（
野
墓
）」
に
葬
る
と
は
葬
列（
野
辺
送
り
）を
連
想
さ
せ
る
が
、
葬
儀
を
連
想
す
る
こ
と
は
む

ず
か
し
い
。
そ
し
て
「
御
葬
送
次
第
」
も
、
葬
儀
を
連
想
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
葬
儀
の
記
述
が
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
当
時

は
京
都
を
中
心
と
す
る
近
畿
地
方
で
は
葬
儀
が
形
成
さ
れ
始
め
て
い
た
の
に
対
し
て
、
鎌
倉
を
中
心
と
す
る
関
東
近
辺
で
は
親
近
者
に
よ

る
葬
送
と
追
善
供
養
が
中
心
で
、
本
格
的
な
「
葬
儀
」
は
ま
だ
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

さ
ら
に
、
日
蓮
大
聖
人
よ
り
少
し
時
代
を
下
っ
た
資
料
と
し
て
、
日
興
聖
人
の
残
さ
れ
た
消
息
遺
文
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

一
、
卿
僧
御
返
事



─ ─

御
仏
事
に
莫
大
の
芋
、
飯
桶
一
、
こ
の
芋
一
籠
、
椎
茸

御
悲
母
第
十
三
年
仏
事
料
白
米
一
斗
御
酒
清
大
瓶
一
、
河
苔
八
帖
、
葛
粉
こ
た
う
ふ
江
ひ
ね
筆
、
餅
飯
、
紙
、
用
途
一
結
、
い
ず
れ

も
員
数
の
如
く
た
し
か
に
給
候
ぬ
、
や
か
て
御
状
を
照
覧
候
ら
ん
歟
、
聖
人
御
知
見
候
了

卯
月
二
十
四
日

（『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
二
巻
「
興
尊
全
集

興
門
集
」
一
四
八
頁
）（
以
後
宗
全
二
巻
と
表
記
）

二
、
西
坊
御
返
事

伯
耆
殿
の
他
界
事
歎
入
候
、
孝
養
為
田
一
段
御
影
の
御
見
参
に
申
上
ま
い
ら
せ
候
、
明
年
一
作
、
手
作
に
せ
さ
す
べ
く
候
、
八
月
十

日

（
宗
全
二
巻
一
五
〇
頁
）

三
、
西
殿
御
返
事

盆
料
の
御
た
め
に
古
酒
大
瓶
一
、
は
く
ま
い
一
斗
、
さ
い
さ
い
の
御
具
足
、
を
そ
れ
入
て
給
候
ぬ
、
心
を
い
た
し
て
大
衆
ら
御
経
読

み
ま
い
ら
す
べ
く
候
、
恐
々
謹
言

七
月
十
三
日

（
宗
全
二
巻
一
五
一
頁
）

四
、
了
性
房
御
返
事

御
霊
供
料
員
数
如
拝
見
、
こ
と
に
筑
紫
菊
の
花
め
で
た
く
候
、
明
日
三
日
は
こ
れ
に
営
み
ま
い
ら
せ
候
に
、
具
足
不
足
處
、
□
□
御

具
足
こ
と
に
こ
と
に
恐
悦
候
、

正
月
二
日

（
宗
全
二
巻
一
六
〇
頁
）

五
、
了
性
房
御
返
事

盆
料
の
白
米
二
升
、
根
芋
、
ひ
さ
く
、
手
角
豆
、
法
華
聖
人
の
御
宝
前
に
申
上
ま
い
ら
せ
候
了
、
こ
と
に
て
さ
さ
け
は
莫
大
に
、
み

へ
さ
せ
給
候
、
恐
々
謹
言

七
月
十
三
日

（
宗
全
二
巻
一
六
一
頁
）

六
、
式
部
公
御
返
事

故
寂
日
房
三
七
日
仏
事
、
御
酒
一
具
み
ま
い
ら
せ
候
ぬ
。
こ
れ
に
は
形
の
如
く
僧

を
こ
そ
し
ま
い
ら
せ
候
へ
。
御
酒
は
い
と
な
ま

ず
候
の
處
恐
入
候
、
恐
々
謹
言

九
月
六
日

（
宗
全
二
巻
一
六
三
頁
）
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七
、
南
条
殿
御
返
事

故
尼
御
前
の
御
た
め
に
、
白
米
一
斗
、
御
酒
大
瓶
一
、
さ
い
さ
い
の
御
具
足
、
い
ろ
い
ろ
に
見
□
ぬ
。
ほ
ん
の
御
た
め
に
二
公
達
み

な
御
寄
り
合
ひ
候
て
、
営
ま
い
ら
せ
給
候
よ
し
、
法
華
聖
人
の
御
見
参
、
申
上
ま
い
ら
せ
候
ぬ
。
恐
々
謹
言

七
月
十
三
日

（
宗
全
二
巻
一
七
六
頁
）

八
、
曽
根
殿
御
返
事

な
に
よ
り
は
市
王
殿
の
御
乳
母
他
界
御
事
申
ば
か
り
候
は
ず
。
明
日
こ
そ
人
を
も
ま
い
ら
せ
て
御
と
ぶ
ら
ひ
申
候
は
め
、
又
聖
霊
御

具
足
法
華
聖
人
の
御
宝
前
に
申
上
ま
い
ら
せ
候
。

正
月
十
七
日

（
宗
全
二
巻
一
八
〇
頁
）

九
、
曽
根
殿
御
返
事

炭
一
駄
今
日
明
日
他
所
の
節
料
は
い
ま
だ
た
び
候
は
ず
。
佛
の
き
わ
ま
り
に
て
候
の
處
恐
悦
と
も
申
つ
く
し
が
た
く
恐
々
謹
言

十

二
月
十
日

（
宗
全
二
巻
一
八
一
頁
）

十
、
曽
根
殿
御
返
事

彼
岸
御
料
員
数
の
如
く
見
参
候
了
、
富
士
郡
の
珍
物
に
候
上
へ
、
申
し
盡
難
候
、
恐
々

八
月
二
十
七
日
（
宗
全
二
巻
一
八
三
頁
）

十
一
、
曽
根
殿
御
返
事

故
尼
御
前
二
七
日
の
御
た
め
に
白
米
二
升
、
ゆ
う
か
ほ
三
、
は
じ
か
み
牛
房
一
束
給
了
、
聖
人
の
御
見
参
入
参
て
候
、
恐
々
謹
言

八
月
十
七
日

（
宗
全
二
巻
一
八
六
頁
）

十
二
、
曽
根
殿
御
返
事

故
尼
御
前
の
御
た
め
に
用
途
二
百
文
畏
給
候
て
、
御
経
日
蓮
聖
人
見
参
に
申
ま
い
ら
せ
候
ぬ
。
は
や
十
三
年
に
な
ら
せ
給
候
、
な
に

心
を
い
た
し
候
て
御
経
よ
み
ま
い
ら
せ
候
べ
く
候
、
恐
々
謹
言

文
保
元
年
八
月
六
日

（
宗
全
二
巻
一
八
七
頁
）

十
三
、
與
由
比
氏
書



─ ─

盆
料
の
米
二
、
根
芋
一
升
、
佛
聖
人
の
御
座
候
座
に
盆
の
謝
日
十
五
寮
迚
候
堂
有
り
殊
に
届
け
難
有
候
、
猶
比
程
は
佛
の
御
施
餓
鬼

絶
候
處
に
恐
入
申
候
、
恐
々
謹
言

（
宗
全
二
巻
一
八
八
頁
）

十
四
、
與
さ
え
の
四
郎
書

佛
の
御
膳
料
（
以
下
略
）
十
二
月
二
十
四
日

（
宗
全
二
巻
一
九
二
頁
）

十
五
、
御
返
事

故
尼
上
の
御
た
め
に
（
中
略
）
大
衆
等
御
経
読
み
参
ら
す
べ
く
候
、
恐
々
謹
言

正
月
七
日

（
宗
全
二
巻
一
九
三
頁
）

十
六
、
御
返
事

炭
一
駄
恐
入
て
（
中
略
）
八
ヶ
月
故
御
前
の
御
た
め
の
御
僧
膳
料
、
白
米
二
斗
、
御
酒
大
瓶
一
、（
以
下
略
）
正
月
七
日

（
宗
全
二
巻
一
九
四
頁
）

十
七
、
御
返
事

故
尼
御
前
の
十
三
年
の
御
た
め
に
、
白
米
一
駄
、（
以
下
略
）
三
月
七
日

（
宗
全
二
巻
一
九
五
頁
）

と
あ
り
、
日
興
聖
人
の
消
息
遺
文
に
は
、
年
忌
供
養
三
件
、
盆
供
養
三
件
、
中
陰
供
養
三
件
、
他
界
に
よ
る
供
養
二
件
、
彼
岸
供
養
一

件
、
節
供
養
一
件
、
御
霊
供
養
五
件
の
よ
う
に
様
々
な
追
善
供
養
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
、
こ
こ
に
も
葬
儀
に
関
す

る
記
述
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
葬
儀
で
は
な
い
が
、
近
い
も
の
で
も
「
御
霊
供
養
」
五
件
ぐ
ら
い
で
、
正
式
な
葬
儀
依
頼
と
は
言
え

ず
、
葬
儀
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
記
録
と
し
て
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
儀
式
と
し
て
の
葬
儀
は
ま
だ
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
参
集
し
た
人
び
と
に
よ
る

報
恩
感
謝
や
孝
養
の
読
経
や
唱
題
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
日
蓮
宗
の
葬
儀
の
歴
史
は
、
こ
の
報
恩
感
謝
や
孝
養
を
元
に
出
発
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
歴
史

的
資
料
は
、
一
八
五
九
年
に
亡
く
な
る
優
陀
那
院
日
輝
の
『
充
洽
園
礼
誦
儀
記
』
ま
で
、
日
蓮
宗
の
葬
送
儀
礼
の
記
述
は
絶
無
に
等
し
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く
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
形
で
在
家
の
信
者
に
葬
送
儀
礼
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
蓮
大
聖
人
滅
後
に
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
葬
送
儀
礼
も
ま
た
、
孝
養
を
尽
し
信
仰
の
継
承
を
示
す
大

切
な
仏
事
で
あ
り
、
故
人
を
霊
山
浄
土
に
送
り
届
け
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
儀
式
で
あ
る
。

第
二
章

日
本
人
と
穢
れ

ケ
ガ
レ
と
は

ケ
ガ
レ
は
、
漢
字
で
「
穢
れ
」
あ
る
い
は
「
気
涸
れ
」
と
書
き
、「
穢
れ
」
の
意
味
は
『
日
本
語
大
辞
典
』
に
は
、

よ
ご
れ
て
い
る
こ
と
。
き
た
な
い
こ
と
。

し
み
。
よ
ご
れ

は
じ
（
以
下
略
）

と
あ
り
、

・

の
意
味
が
あ
て
は
ま
る
。
次
の
「
気
涸
れ
」
は
、
元
気
の
「
気
」
が
涸
れ
る
と
病
気
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
気
を
涸
ら
せ
て
病
気
に
す
る
原
因
を
「
気
涸
れ
」、
と
称
し
た
よ
う
で
あ
る
。

穢
れ
と
は
特
定
の
人
・
物
・
場
所
な
ど
を
忌
避
し
接
触
を
避
け
る
観
念
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
人
間
の
死
・
産
に
か
か
わ
る
穢
れ
と

家
畜
の
死
・
産
に
か
か
わ
る
穢
れ
が
あ
り
、「
延
喜
式
」
の
規
定
に
は
、
人
の
死
穢
は
三
十
日
、
産
穢
は
七
日
、
家
畜
の
死
穢
は
五
日
、

産
穢
は
三
日
な
ど
が
あ
り
、
一
定
の
日
数
、
参
内
や
神
事
へ
の
参
加
、
神
社
の
参
拝
な
ど
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
古
代
・
中
世
の
貴
族
た
ち
は
穢
れ
に
触
れ
た
場
合
、
互
い
に
触
穢
札
を
門
前
に
立
て
る
な
ど
し
て
、
穢
れ
の
感
染
拡
大
を
防
い
で
い

た
。
こ
の
よ
う
に
、
穢
れ
を
恐
れ
る
根
本
は
ま
さ
し
く
「
気
涸
れ
」
に
よ
る
健
康
の
阻
害
で
あ
る
。

穢
れ
は
細
菌
感
染
と
ち
が
い
、
知
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
感
染
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
を
い
え
ば
、
知
ら
な
け
れ
ば
感
染
は

起
こ
ら
な
い
と
い
え
る
。
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く
わ
え
て
穢
れ
に
は
、
時
代
と
共
に
変
化
は
す
る
が
、
か
な
ら
ず
一
定
の
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
の

ル
ー
ル
の
な
か
に
は
、
回
避
す
る
方
法
と
感
染
し
て
も
回
復
す
る
方
法
が
あ
る
。

出
産
に
関
す
る
穢
れ
の
思
想
は
今
日
見
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
い
ま
だ
に
日
本
人
は
、
死
の
周
辺
に
穢
れ
を
見
る
こ
と
が
多
い

よ
う
に
感
じ
る
。

中
国
に
も
葬
儀
後
に
喪
に
服
す
習
慣
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
故
人
の
死
を
悼
む
意
味
合
い
で
行
な
わ
れ
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
故
人
の

死
を
悼
む
意
味
も
あ
る
が
、
死
穢
の
伝
染
を
防
ぐ
意
味
の
ほ
う
が
強
く
、
こ
の
部
分
が
中
国
の
喪
と
大
き
く
違
う
日
本
の
喪
の
特
徴
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
、
日
本
人
の
穢
れ
思
想
の
歴
史
は
古
く
、
日
本
人
の
心
の
中
に
潜
ん
で
い
る
。
死
に
関
す
る
穢
れ
の
感
覚
は
根
が
深
く
、

薄
れ
た
と
は
言
え
、
葬
儀
に
は
様
々
な
禁
忌
が
存
在
し
続
け
て
い
る
。

死
穢
の
問
題
は
、
日
蓮
宗
教
学
に
も
そ
の
長
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
教
学
の
考
察
に
入
る
前
に
第
三
章
で
は
、
仏
教
と
葬
儀
の
関
係

に
つ
い
て
、
歴
史
を
元
に
考
察
を
進
め
て
い
く
。

第
三
章

現
在
の
葬
送
儀
礼
の
問
題

一
、
日
本
人
の
感
覚

日
本
人
と
仏
教
葬
儀
の
関
わ
り
は
古
く
、
ま
た
深
い
。
で
は
近
・
現
代
の
日
本
人
の
葬
儀
へ
の
認
識
や
感
覚
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
。
波
平
恵
美
子
は
著
書
『
日
本
人
の
死
の
か
た
ち
』
の
な
か
で
、

先
祖
へ
の
崇
拝
と
先
祖
に
よ
る
加
護
へ
の
信
頼
は
、
死
者
か
ら
与
え
ら
れ
る
厄
災
や
処
罰
へ
の
恐
怖
と
表
裏
一
体
と
な
っ
て
、
残
さ
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れ
た
人
び
と
の
行
動
を
規
制
し
、
人
間
関
係
を
調
整
し
た
。
つ
ま
り
、
死
者
の
存
在
へ
の
信
仰
が
日
本
人
の
間
で
倫
理
・
道
徳
に
代

わ
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。

と
、
し
て
い
る
。
日
本
人
の
道
徳
観
や
倫
理
観
は
、「
死
者
」
を
介
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
部
分
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
大
方

の
日
本
人
は
、
死
ん
だ
ら
無
に
な
る
の
で
は
な
く
、
死
者
も
生
者
と
同
様
に
「
存
在
」
し
続
け
、
個
性
や
人
格
が
あ
る
と
自
然
に
信
じ
て

お
り
、「
亡
き
父
が
見
た
ら
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
よ
う
に
、「
死
者
」
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
生
き
方
を
確
認
し
て

き
た
。

ま
た
波
平
氏
の

同
著
で
は
、

想
定
さ
れ
る
「
死
者
」
と
は
、
現
在
も
な
お
儀
礼
の
中
で
は
一
挙
に
「
生
者
」
か
ら
「
死
者
」
と
な
る
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の

段
階
を
経
て
徐
々
に
「
死
者
」
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、「
死
者
」
と
し
て
の
地
位
な
い
し
属
性
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
儀
礼
の
執
行
者
で
あ
る
亡
く
な
っ
た
人
の
家
族
や
血
縁
者
で
あ
る
。

と
し
て
、
生
者
と
共
に
存
在
す
る
「
死
者
」
は
、
死
亡
後
す
ぐ
に
「
死
者
」
と
な
る
の
で
は
な
く
、
葬
送
儀
礼
と
年
回
忌
を
経
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
始
め
て
「
死
者
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

葬
儀
は
文
化
で
あ
り
、
現
在
で
も
日
本
人
の
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
仏
教
の
葬
送
儀
礼
を
行
な
っ
て
い
る
。
長
い
年
月
を
経
て
日
本
の

文
化
の
一
部
と
し
て
様
々
な
形
で
機
能
し
て
い
た
仏
教
の
葬
送
儀
礼
は
、「
別
れ
」
を
中
心
に
行
な
う
よ
う
に
な
り
、
文
化
の
中
で
の
機

能
を
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
死
者
を
死
者
の
世
界
に
送
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
人
の
葬
送
儀
礼
に
お
い
て
大
変
重
要
な
意
味
を
持
ち
、

日
本
人
の
精
神
面
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
た
。

し
か
し
、
農
村
を
基
本
と
し
た
村
社
会
・
隣
組
の
形
態
が
崩
れ
、
都
市
型
の
「
個
人
と
個
人
の
関
係
で
成
り
立
つ
社
会
」
へ
と
変
わ

り
、
葬
送
儀
礼
に
参
列
す
る
人
数
や
関
係
の
複
雑
化
か
ら
、
遺
族
を
中
心
と
す
る
葬
儀
と
そ
れ
以
外
の
参
列
者
が
参
加
で
き
る
告
別
式
が

取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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ま
た
『
こ
れ
か
ら
の
お
葬
式
』
の
文
頭
に
は
、

あ
る
と
き
、
間
も
な
く
五
〇
歳
に
な
る

氏
が
言
い
ま
し
た
。

「
子
供
は
い
な
い
し
、
実
家
と
も
縁
が
薄
い
し
、
オ
レ
た
ち
夫
婦
の
葬
式
は
三

四
人
の
肉
親
だ
け
で
十
分
。
坊
さ
ん
も
い
ら
な
い

よ
。
墓
も
い
ら
な
い
か
ら
、
散
骨
が
い
い
。」

は
た
か
ら
見
て
い
て
も
と
て
も
仲
の
い
い

夫
妻
。
そ
こ
で
夫
妻
の
ど
ち
ら
か
が
先
に
逝
く
と
し
て
、
残
っ
た
ほ
う
が
「
手
を

合
わ
せ
る
場
所

が
な
く
て
い
い
の
？
」
と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
そ
れ
は
困
る
。
位
牌
は
必
要
だ
よ
。
万
が
一
、
女
房
が
先
に
逝
っ
た
ら
、
オ
レ
、
毎
朝
毎
晩
、
写
真
と
位
牌
に
手
を
合
わ
せ
て
、

話
し
込
む
よ
、
き
っ
と
…
。
あ
ぁ
、
い
や
だ
い
や
だ
、
絶
対
オ
レ
が
先
に
逝
く
。」

幸
せ
な
奥
さ
ん
だ
な
あ
ぁ
と
し
み
じ
み
思
い
つ
つ
、
で
も
、
と
い
う
こ
と
は
、

氏
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
お
葬
式
や
そ
の
後

は
、
仏
教
式
な
の
で
は
？
と
、
ハ
タ
と
気
づ
い
た
次
第
。

「
位
牌
に
は
戒
名
を
刻
む
わ
け
だ
し
、
そ
う
な
る
と
、
お
坊
さ
ん
が
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

「
あ
、
そ
う
か
。
別
に
信
心
深
い
仏
教
徒
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
ね
。
で
も
手
は
合
わ
せ
た
い
し
。
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ

う
」

考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た

氏
。
大
き
な
身
体
が
一
瞬
、
小
さ
な
子
供
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

と
あ
り
、
仏
教
文
化
の
浸
透
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
仏
教
葬
儀
の
歴
史
が
二
十
五
三
昧
講
を
結
成
さ
れ
た
九
八
六
年
を
は
じ
ま
り
と
す

る
な
ら
、
今
年
で
一
〇
一
八
年
間
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
日
本
人
の
心
の
中
に
葬
儀
と
供
養
の
仏
教
文
化
は
浸
透
し
、
無
宗
教
葬
や
散
骨

を
お
こ
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
供
養
が
気
に
か
か
る
。
日
本
人
の
仏
教
文
化
の
葬
儀
で
は
、
葬
儀
の
み
単
体
で
は
成
立
せ
ず
、
必

ず
年
回
の
供
養
へ
と
繋
が
る
と
い
う
こ
と
を
今
の
日
本
人
は
忘
れ
か
け
て
い
る
。
葬
儀
に
ば
か
り
個
性
や
自
分
ら
し
さ
を
強
調
し
た
も
の

を
求
め
、
こ
の
段
階
で
は
そ
れ
以
後
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
も
し
な
い
、
そ
の
こ
と
は

氏
の
例
が
端
的
に
示
し
て
い
る
。
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こ
こ
で
も
、
先
の
波
平
氏
の
示
し
た
「
死
者
」
は
、
儀
礼
の
み
で
「
生
者
」
か
ら
「
死
者
」
に
な
る
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の
儀
礼

を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
死
者
」
と
な
る
と
い
う
説
に
も
合
致
す
る
。
日
本
人
の
感
覚
と
し
て
、
葬
儀
だ
け
で
は
な
く
後
の
追
善
の
法
要

も
重
要
、
と
身
近
に
感
じ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

二
、
葬
儀
と
告
別
式

現
在
、
葬
儀
と
告
別
式
は
同
義
と
い
う
認
識
が
一
般
的
で
あ
る
。
告
別
式
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
考
察
を
進
め
る
。

告
別
式
と
は
、
ル
ソ
ー
の
『
民
約
論
』
の
訳
者
で
あ
り
、
無
神
無
霊
魂
の
哲
学
書
『
続
一
年
有
半
』
を
書
い
た
中
江
兆
民
が
明
治
三
十

四
年
（
一
九
〇
一
）
十
二
月
十
三
日
に
死
去
す
る
と
、
遺
言
に
よ
り
遺
体
は
解
剖
さ
れ
、
宗
教
的
な
葬
儀
は
行
わ
れ
ず
、
代
わ
り
に
板
垣

退
助
を
は
じ
め
と
す
る
友
人
ら
は
兆
民
の
死
に
際
し
て
、
お
別
れ
の
式
と
し
て
「
告
別
式
」
な
る
も
の
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
告
別
式
と
い
う
言
葉
は
死
者
と
の
別
れ
を
つ
げ
る
式
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
時
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
中
江
兆
民
の
告
別
式
の
案
内
に
は
、

中
江
篤
介
儀
本
日
死
去
致
し
候
に
付
き
、
こ
の
段
為
御
知
申
上
候
也
。
明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
三
日
遺
言
に
よ
り
一
切
宗
教
上
の

儀
式
を
用
ず
候
に
付
、
来
る
十
七
日
午
前
九
時
（
住
所
）
自
宅
出
棺
、
青
山
会
齋
場
に
於
い
て
知
己
友
人
相
会
し
告
別
式
執
行
致
候

間
こ
の
段
謹
告
候
也

友
人

板
垣
退
介

大
石
正
巳

と
あ
り
、
告
別
式
と
は
宗
教
上
の
儀
式
を
執
り
行
わ
な
い
無
宗
教
の
お
別
れ
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
が
、
時
代
を
経
る
ご
と

に
、
葬
儀
に
続
い
て
会
葬
者
全
員
が
遺
骨
を
墓
地
ま
で
送
る
野
辺
送
り
と
な
り
、
火
葬
場
で
行
う
別
れ
の
式
を
告
別
式
と
言
う
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
後
は
会
葬
者
全
員
が
火
葬
場
ま
で
同
行
し
な
く
な
っ
た
た
め
、
告
別
式
は
葬
儀
の
後
に
一
般
会
葬
者
の
焼
香
を
中
心
に
行

う
も
の
と
な
り
、
近
年
は
、
葬
儀
と
告
別
式
を
一
つ
に
す
る
傾
向
に
あ
り
、
一
般
弔
問
客
も
交
え
て
葬
儀
を
行
い
、
葬
儀
中
に
焼
香
を

も
っ
て
告
別
式
と
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
葬
儀
と
同
時
に
行
な
わ
れ
る
告
別
式
が
、
葬
儀
を
「
別
れ
」
が
中
心
の
儀
式
と
し
、「
送
り
」
の
意
味
合
い
を
薄
め
た
大
き
な
原

因
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
葬
儀
社
主
導
で
行
な
わ
れ
る
葬
送
儀
礼
は
「
別
れ
」
を
大
々
的
に
取
り
上
げ
る
た
め
に
葬
送
儀
礼
全
体
が

告
別
式
化
・
セ
レ
モ
ニ
ー
化
の
度
合
い
を
強
め
、
故
人
よ
り
遺
族
や
会
葬
者
の
方
に
重
点
を
置
い
た
葬
儀
を
組
立
て
て
い
る
の
で
、
祭
壇

は
華
美
に
な
る
も
の
の
、
式
の
中
心
は
喪
主
・
会
葬
者
で
あ
る
の
で
、
故
人
を
疎
か
に
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
が
端
的
に
現
れ
る
の

が
、
焼
香
中
の
会
葬
者
に
対
す
る
喪
主
の
立
礼
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
五
月
一
日
付
『
日
蓮
宗
新
聞
』
の
、「
友
人
の
死
に
接
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
化
を
憂
う
」
と
い
う
記
事
に
、

葬
儀
で
気
に
な
っ
た
こ
と
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
。
実
は
葬
儀
の
間
中
ず
っ
と
、
喪
主
で
あ
る
ご
主
人
は
祭
壇
か
ら
離
れ
た
場
所
に

立
ち
、
焼
香
を
す
る
参
列
者
に
お
辞
儀
ば
か
り
し
て
い
た
の
で
す
。
座
っ
て
い
る
家
族
、
親
族
も
、
読
経
や
祭
壇
よ
り
参
列
者
が
気

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
で
す
か
ら
葬
儀
は
お
導
師
と
亡
く
な
っ
た
友
人
が
二
人
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
葬
儀
っ
て
、

こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
今
生
で
の
最
後
の
別
れ
な
の
に
、
そ
の
儀
式
を
参
列
者
へ
の
お
礼
ば
か
り
で
終
え
て
し
ま
う
な
ん

て
！
（
中
略
）
喪
主
の
行
動
や
居
場
所
は
葬
儀
屋
さ
ん
の
案
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
だ
か
今
ひ
と
つ
葬
儀
の
本
質
か
ら
外
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
…
。
葬
儀
も
聖
な
る
儀
式
。
イ
ベ
ン
ト
化
し
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

と
あ
り
、
こ
れ
で
は
生
者
が
死
者
を
送
る
な
ど
伝
統
ば
か
り
か
、
儀
礼
の
中
に
も
存
在
し
て
い
な
い
し
、
波
平
氏
の
い
う
「
死
者
」
な
ど

存
在
す
る
余
地
も
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
現
在
の
葬
送
儀
礼
の
問
題
の
根
幹
が
見
え
て
く
る
。
葬
送
儀
礼
に
告
別
式
が
入
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
生
者（
遺
族
）は
死
者

（
故
人
）を
感
じ
る
時
間
的
・
精
神
的
な
余
裕
が
な
く
、
た
だ
参
列
者
の
応
対
に
終
始
し
て
葬
送
儀
礼
は
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
故
人
が
「
死

者
」
に
な
る
た
め
の
最
初
の
段
階
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
葬
送
儀
礼
の
大
き
な
問
題
は
、
告
別
式
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

三
、
葬
儀
と
僧
侶
の
関
係
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葬
儀
を
お
こ
な
う
の
は
喪
主
を
中
心
と
す
る
遺
族
で
あ
り
、
以
前
で
あ
れ
ば
近
所
の
人
や
信
仰
を
同
じ
く
す
る
講
中
・
葬
式
組
み
な
ど

で
支
度
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
支
度
等
は
講
中
や
葬
式
組
み
な
ど
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
た
め
、
葬
儀
社
が
お
こ
な
う
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
て
い
る
。
僧
侶
は
、
こ
の
支
度
が
す
っ
か
り
と
と
の
っ
た
後
で
登
場
す
る
。
こ
こ
に
重
要
な
意
味
が
隠
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
遺
族
に
と
っ
て
の
僧
侶
は
、
式
に
お
い
て
は
中
心
を
な
す
が
、
葬
送
儀
礼
全
体
か
ら
見
れ
ば
客
分
的
な
あ
つ
か
い
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
葬
儀
が
「
葬
送
儀
礼
」
で
「
野
辺
送
り
」
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
ろ
か
ら
の
名
残
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
こ
に
も
、
現
在
の
葬
儀
が
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
原
因
が
あ
る
と
考
え
る
。

僧
侶
が
客
分
あ
つ
か
い
で
あ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
が
、
僧
侶
側
に
客
分
で
あ
る
こ
と
に
甘
ん
じ
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
葬
儀
全
体
に
悪

影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
自
覚
が
な
い
だ
け
根
は
深
く
、
様
々
な
と
こ
ろ
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
手
を
抜
い
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
葬
儀
が
作
業
的
に
な
り
や
す
く
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
葬
儀
の
意
義
が
希
薄
に
な
り
や
す
い
環
境
に
あ
る
と
考
え

る
。

第
四
章

日
蓮
宗
の
葬
送
儀
礼

一
、『
宗
義
大
綱
読
本
』
の
中
の
霊
山
往
詣

第
四
章
で
は
、
日
蓮
宗
の
教
学
の
面
か
ら
葬
儀
を
考
察
し
て
い
く
。
現
在
の
日
蓮
宗
教
学
と
し
て
の
基
本
を
お
さ
え
る
た
め
に
、
ま
ず

『
宗
義
大
綱
読
本
』
の
「
霊
山
往
詣
」
を
み
る
。

来
世
は
、
現
世
と
相
即
す
る
。
現
在
の
即
身
成
仏
は
、
未
来
成
仏
の
意
義
を
も
つ
。
妙
法
信
受
の
当
所
に
成
仏
が
決
定
し
、
霊
山
の

釈
迦
仏
の
み
も
と
に
在
る
の
で
あ
る
。
故
に
霊
山
往
詣
は
未
来
の
み
の
も
の
で
は
な
く
、
現
身
の
わ
が
信
心
の
場
に
あ
る
。
宗
祖
は
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こ
の
境
地
を
大
曼
荼
羅
に
図
顕
さ
れ
た
。

と
あ
り
、
個
人
が
い
か
に
即
身
成
仏
し
霊
山
往
詣
す
る
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
個
人
の
信
仰
が
即
身

成
仏
を
現
し
、
生
き
て
い
る
現
世
が
未
来
も
影
響
す
る
の
で
、
個
人
が
未
来
に
霊
山
往
詣
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
個
人
の
即
身
成
仏
と
、
個
人
が
未
来
に
霊
山
往
詣
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
宗

義
大
綱
読
本
』
に
は
、

霊
山
へ
往
詣
す
る
と
い
う
と
、
一
見
、
即
身
成
仏
で
は
な
く
、
未
来
成
仏
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
望

月
歓
厚
教
授
は
、
聖
人
の
御
書
を
根
拠
に
し
て
、「
往
詣
と
は
未
来
成
仏
で
は
な
く
し
て
、
即
身
成
仏
で

あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
名
字
即
成
と
臨
終
正
念
と
霊
山
往
詣
の
三
者
は
、「
同
一
の
成
仏

態
」
で
あ
る
と
み
て
い
る
。

と
し
て
い
る
。
即
身
成
仏
は
霊
山
往
詣
と
同
義
語
で
あ
り
、
即
身
成
仏
す
る
か
ら
こ
そ
臨
終
正
念
し
、
す
ぐ
さ
ま
霊
山
往
詣
す
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
こ
の
『
宗
義
大
綱
読
本
』
の
記
述
は
、
妙
法
を
信
受
す
れ
ば
即
身
成
仏
し
、
心
の
中
で
霊
山
往
詣
す
る
と
い
う
意
味
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。『
日
蓮
宗
電
子
聖
典
』
の
「
日
蓮
宗
事
典
」
の
霊
山
往
詣
の
項
目
に
は
、

聖
人
は
『
立
正
安
国
論
』
の
中
で
「
先
づ
生
前
を
安
ん
じ
、
さ
ら
に
没
後
を
扶
（
た
す
）
け
ん
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
に

現
実
の
世
界
を
仏
国
土
化
す
る
こ
と
に
中
心
を
置
き
、
更
に
そ
の
上
で
没
後
の
霊
山
浄
土
へ
往
詣
す
る
こ
と
を
願
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
法
華
経
の
行
者
の
住
所
を
浄
土
と
思
う
べ
し
と
い
わ
れ
た
聖
人
の
立
場
は
、
や
が
て
身
延
を
霊
山
と
考
え
「
身
延
霊
山
」
の
説

に
発
展
し
、
昼
夜
に
法
華
経
の
受
持
読
誦
に
よ
っ
て
、
時
々
刻
々
に
霊
山
往
詣
を
と
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
霊
山
往
詣
は
こ
の
よ
う
に
聖
人
の
成
仏
観
、
仏
国
土
観
の
上
に
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
、
即
身
成
仏
と
霊
山
往
詣
が
同
義
語
的
な
意
味
合
い
に
な
っ
た
経
緯
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
霊
山
往
詣
は
、
今
生
に

故
人
が
積
む
信
仰
が
即
、
死
後
の
霊
山
往
詣
に
つ
な
が
る
と
い
う
解
釈
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
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の
解
釈
の
み
で
は
葬
儀
の
前
提
と
な
る
霊
山
往
詣
の
意
味
を
全
て
表
現
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
葬
儀
の
中
で
重
要
な
教
学
は
霊
山
往

詣
で
あ
る
が
、
こ
の
往
詣
は
個
人
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
死
者
と
生
者
が
関
わ
る
霊
山
往
詣
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
日
蓮
宗
葬
儀
の
本
質

『
宗
義
大
綱
読
本
』
の
霊
山
往
詣
で
は
、
追
善
の
意
味
合
い
に
は
触
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
個
人
の
信
仰
の
み
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
か
た

く
な
ま
で
の
姿
勢
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
葬
儀
に
関
す
る
部
分
を
忌
避
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
感
じ
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、
葬
儀
に
付
き
ま
と
う
死
穢
の
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
。
歴
史
的
に
み
て
も
、
半
僧
半
俗
で
葬
儀
に
関
わ
っ
て
い
た
「
聖
」
は

敬
わ
れ
つ
つ
そ
の
反
面
、
死
穢
を
恐
れ
る
あ
ま
り
様
々
な
か
た
ち
で
差
別
を
受
け
て
い
た
。
現
在
で
は
死
穢
と
い
う
言
葉
は
忘
れ
ら
れ
て

い
る
が
、
死
穢
の
感
覚
は
心
の
内
に
黒
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
死
穢
へ
の
恐
れ
は
、
自
覚
で
き
な
い
部
分
で
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考

え
る
。
で
は
、
日
蓮
大
聖
人
の
示
さ
れ
た
霊
山
往
詣
と
追
善
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
な
の
か
、
ご
遺
文
を
基
に
考
察
を
進
め
る
。

日
蓮
大
聖
人
の
ご
遺
文
で
あ
る
「
光
日
上
人
御
返
事
」
に
は
、
こ
う
示
さ
れ
て
い
る
。

而
に
光
日
尼
御
前
は
い
か
な
る
宿
習
に
て
法
華
経
を
ば
御
信
用
あ
り
け
る
ぞ
。
又
故
弥
四
郎
殿
が
信
じ
て
候
し
か
ば
子
勧
め
か
。
此

功
徳
空
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
子
と
倶
に
霊
山
浄
土
へ
参
り
合
せ
給
ん
事
、
疑
な
か
る
べ
し
。（
中
略
）
何
況
今
の
光
日
上
人
は
子
を
思

あ
ま
り
に
、
法
華
経
の
行
者
と
成
給
ふ
。
母
と
子
と
倶
に
霊
山
浄
土
へ
参
り
給
べ
し
。
其
時
御
対
面
い
か
に
う
れ
し
か
る
べ
き
。
い

か
に
う
れ
し
か
る
べ
き
。

こ
れ
は
、
光
日
尼
御
前
は
法
華
経
の
信
仰
が
あ
る
の
で
、
死
後
に
は
霊
山
浄
土
で
ご
子
息
に
会
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
、
と
い
う

意
味
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
法
華
経
の
信
仰
で
母
子
二
人
が
霊
山
往
詣
で
き
る
と
解
釈
で
き
る
。

先
の
『
宗
義
大
綱
読
本
』
の
解
釈
に
照
ら
し
て
み
る
な
ら
ば
、「
母
と
子
と
倶
に
霊
山
浄
土
へ
参
り
給
べ
し
」
と
は
、
母
で
あ
る
光
日

尼
御
前
は
今
生
に
あ
り
な
が
ら
、
心
は
霊
山
浄
土
に
至
り
、
子
で
あ
る
弥
四
郎
殿
に
会
う
こ
と
が
で
き
る
と
解
釈
で
き
る
。
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次
に
、
日
蓮
大
聖
人
は
『
上
野
殿
御
返
事
』
の
な
か
で
、

御
信
用
あ
つ
く
を
は
す
る
な
ら
ば
、
人
の
た
め
に
あ
ら
ず
。
我
故
父
の
御
た
め
、
人
は
我
を
や
の
後
世
に
は
か
は
る
べ
か
ら
ず
。
子

な
れ
ば
我
こ
そ
故
を
や
の
後
世
を
ば
と
ぶ
ら
ふ
べ
け
れ
。

と
あ
り
、
子
で
あ
る
な
ら
親
の
弔
い
を
す
る
よ
う
に
と
示
し
て
い
る
。
子
と
は
、
残
さ
れ
た
遺
族
で
あ
り
、
故
親
と
は
故
人
の
事
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
遺
さ
れ
た
者
は
亡
き
人
が
安
心
を
得
る
よ
う
に
弔
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、
と
の
お
示
し
で
あ
る
。
ま
た
『
開
目
抄
』

の
な
か
で
、

儒
家
の
孝
養
は
今
生
に
か
ぎ
る
。
未
来
の
父
母
を
扶
け
ざ
れ
ば
、
外
家
の
聖
賢
は
有
名
無
実
な
り
。
外
道
は
過
未
を
し
れ
ど
も
父
母

を
扶
る
道
な
し
。
仏
道
こ
そ
父
母
の
後
世
を
扶
く
れ
ば
聖
賢
の
名
は
あ
る
べ
け
れ
。
し
か
れ
ど
も
法
華
経
已
前
等
の
大
小
乗
の
経
宗

は
自
身
の
得
道
猶
か
な
ひ
が
た
し
。
何
に
況
や
父
母
を
や
。
但
文
の
み
あ
て
義
な
し
。
今
法
華
経
の
時
こ
そ
、
女
人
成
仏
の
時
悲
母

の
成
仏
も
顕
れ
、
達
多
の
悪
人
成
仏
の
時
慈
父
の
成
仏
も
顕
る
れ
。
此
の
経
は
内
典
の
孝
経
也
。
二
箇
の
い
さ
め
了
ん
ぬ
。

と
い
う
「
未
来
の
父
母
を
扶
け
ざ
れ
ば
」
の
未
来
と
は
、
つ
ま
り
死
後
の
こ
と
で
あ
り
、「
外
家
の
聖
賢
は
有
名
無
実
な
り
」
と
は
遺
族

の
法
華
信
仰
に
よ
る
孝
養
つ
ま
り
追
善
が
無
け
れ
ば
、
故
人
本
人
の
信
仰
だ
け
で
は
霊
山
往
詣
で
き
な
い
、
も
し
く
は
霊
山
に
往
詣
す
る

と
き
に
大
変
な
不
具
合
が
生
じ
る
等
の
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

管
見
を
も
っ
て
言
え
ば
、
死
者
本
人
が
い
か
に
お
題
目
を
唱
え
法
華
経
を
信
仰
し
て
い
た
と
し
て
も
、
遺
族
が
法
華
経
を
捨
て
た
と
す

れ
ば
、
故
人
は
霊
山
浄
土
に
は
往
詣
し
て
い
る
状
態
で
は
な
く
な
り
、
逆
に
故
人
が
法
華
経
以
外
の
教
え
を
信
仰
し
て
い
た
と
し
て
も
、

遺
族
が
法
華
経
を
信
仰
し
、
法
華
経
で
追
善
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
故
人
が
地
獄
に
落
ち
て
い
た
と
し
て
も
、
霊
山
浄
土
に
往
詣
で
き
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
考
え
る
。

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
遺
族
の
法
華
経
信
仰
の
継
承
と
相
続
で
あ
り
、
法
華
経
信
仰
を
も
っ
て
追
善
す
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
現
在
過

去
未
来
に
わ
た
る
孝
養
に
繋
が
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
死
後
の
安
心
を
得
ら
れ
る
の
は
、
た
だ
法
華
経
の
み
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て



─ ─

い
る
。

遺
族
の
信
仰
の
継
承
と
は
、
『
盂
蘭
盆
御
書
』
で
、

悪
の
中
の
大
悪
は
我
が
身
に
そ
の
苦
を
う
く
る
の
み
な
ら
ず
、
子
と
孫
と
末
へ
七
代
ま
で
も
か
ゝ
り
候
ひ

け
る
な
り
。
善
の
中
の
大
善
も
ま
た
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
目
連
尊
者
が
法
華
経
を
信
し
ま
い
ら
せ
し
大

善
は
、
我
が
身
仏
に
な
る
の
み
な
ら
ず
、
父
母
仏
に
な
り
給
ふ
。
上
七
代
下
七
代
、
上
無
量
生
下
無
量
生

の
父
母
等
存
外
に
仏
と
な
り
給
ふ
。
な
い
し
子
息
・
夫
妻
・
所
従
・
檀
那
・
無
量
の
衆
生
三
悪
道
を
は
な

る
ゝ
の
み
な
ら
ず
、
皆
初
住
・
妙
覚
の
仏
と
な
り
ぬ
。

と
あ
り
、
目
連
尊
者
が
法
華
経
を
信
仰
す
る
こ
と
で
、
故
人
で
あ
る
父
母
も
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
読
め

る
。
法
華
経
信
仰
の
継
承
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
法
華
経
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
己
の
み
信
仰
す

る
の
で
は
な
く
、
伝
え
継
承
す
る
こ
と
が
死
者
の
霊
山
往
詣
に
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
故
人
は
自
己
の
法
華
経
信
仰
に
よ
っ
て
も
霊
山
へ
往
詣
で
き
る
が
、
残
さ
れ
た
家

族
は
霊
山
往
詣
し
た
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
確
証
が
持
て
な
い
と
き
、
苦
悩
が
起
き
る
。
次
に
『
忘
持
経

事
』
を
み
る
。

教
主
釈
尊
御
宝
前
安
置
母
骨
五
体
投
地
合
掌
開
両
眼
拝
尊
容

歓
喜
余
身
心
苦
忽
息
。
我
頭
父
母
頭
我
足
父
母
足

我
十
指
父
母
十

指

我
口
父
母
口
。
譬
如
種
子
菓
子
身
与
影
。
教
主
釈
尊
成
道
浄
飯
・
摩
耶
得
道
。
吉
占
師
子
・
青
提
女
・
目
嬰
尊
者
同
時
成
仏

也
。
如
是
観
時
無
始
業
障
忽
消

心
性
妙
蓮
忽
開
給
歟
。
然
後
随
分
為
仏
事
無
事
故
還
給
云
云
。

こ
こ
で
は
「
譬
如
種
子
菓
子
身
与
影
」
の
喩
え
の
よ
う
に
、
同
時
の
成
仏
が
説
か
れ
て
い
る
。
先
の
『
盂
蘭
盆
御
書
』
の
示
す
と
こ
ろ

と
同
じ
で
、
法
華
経
の
信
仰
と
信
仰
の
継
承
に
よ
っ
て
、
死
者
と
生
者
は
同
時
に
成
仏
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
示
す
成
仏
と
は
、
死
者
に
と
っ
て
は
霊
山
往
詣
で
あ
り
、
生
者
に
と
っ
て
は
娑
婆
即
寂
光
で
あ
る
と
考
え
る
。
生
者
が
娑
婆
即
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寂
光
で
あ
る
と
き
、
死
者
が
霊
山
往
詣
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
、
死
後
の
未
来
は
娑
婆
で
は
不
可
視
の
境
界
を
越
え
て
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
主
体
で
あ
る
生
者
は
「
忘
持
経
事
」
の
「
心
苦
」
や
「
業
障
」
の
示
す
状
態
と
な
り
、
死
者
が
真
実
霊
山
往
詣
で

き
た
の
か
確
信
に
い
た
る
た
め
に
は
、
自
身
の
法
華
経
信
仰
に
よ
る
し
か
な
い
。
自
ら
の
法
華
経
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
、「
歓
喜
余

身
」
・
「
心
性
妙
蓮
忽
開
給
歟
」
の
心
境
に
い
た
り
、
死
者
の
霊
山
往
詣
を
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
解
釈
が
成
立
で
き
る
と

考
え
る
。

こ
の
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
、「
名
字
即
成
と
臨
終
正
念
と
霊
山
往
詣
」
は
同
時
の
成
仏
態
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
こ
の
場
合
は
霊
山
往

詣
す
る
主
体
は
死
者
と
な
り
、
死
者
と
共
に
生
者
の
霊
山
往
詣
が
得
ら
れ
る
と
解
釈
で
き
る
。

ま
た
日
蓮
宗
の
信
仰
形
態
は
、
個
人
の
み
の
修
業
や
悟
り
の
み
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
集
団
全
体
が
成
仏
す
る
こ
と
を
求
め
る
の

で
あ
る
な
ら
、
一
個
人
の
み
の
霊
山
往
詣
も
あ
り
得
え
ず
、
家
族
の
法
華
経
信
仰
の
繋
が
り
、
す
な
わ
ち
法
華
経
信
仰
を
継
承
す
る
姿
が

「
我
頭
父
母
頭

我
足
父
母
足

我
十
指
父
母
十
指

我
口
父
母
口
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
生
者
と
死
者
の
区
別
な
く
同
時
の
成
仏
が
成

立
す
る
と
考
え
る
。

第
五
章

今
後
の
日
蓮
宗
の
葬
送
儀
礼

一
、

告
別
型
葬
儀
と
日
蓮
宗
的
葬
儀

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
現
在
の
葬
送
儀
礼
に
お
い
て
の
問
題
は
、
告
別
式
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
告
別
式
は
元
々
無
宗
教
の
別
れ
の
形

式
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
言
葉
の
意
味
合
い
も
無
宗
教
の
感
じ
を
含
ん
で
お
り
、
く
わ
え
て
「
別
れ
」
の
み
し
か
な
く
、「
送
り
」
の
意

味
合
い
は
皆
無
で
あ
る
。
日
蓮
宗
葬
儀
の
根
幹
を
な
す
の
は
霊
山
往
詣
で
あ
り
、
往
詣
に
は
家
族
の
法
華
経
信
仰
の
姿
が
重
要
な
位
置
を



─ ─

し
め
て
い
る
。
し
か
し
、
告
別
式
を
葬
儀
と
同
列
・
同
時
進
行
で
行
な
う
た
め
に
、
喪
主
や
遺
族
は
ご
本
尊

に
対
し
て
真
横
な
い
し
斜
め
を
向
い
て
座
る
こ
と
に
な
る
。（
図

参
照
）日
蓮
宗
の
僧
侶
が
日
蓮
大
聖
人
の

名
代
と
し
て
導
師
を
勤
め
る
限
り
、
主
は
葬
儀
で
あ
り
、
告
別
式
は
従
で
あ
る
。
日
蓮
宗
で
言
え
ば
、
喪
主

と
は
、
一
心
に
お
題
目
を
信
じ
唱
え
故
人
の
霊
山
往
詣
を
助
け
る
立
場
で
あ
る
。
葬
儀
で
の
喪
主
の
立
場
を

考
え
る
な
ら
、
ご
本
尊
を
向
い
て
い
る
の
が
本
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

図

に
示
し
た
告
別
型
葬
儀
と
は
、
例
え
る
な
ら
、
結
婚
式
と
披
露
宴
を
同
時
・
同
所
に
お
い
て
お
こ
な

う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
結
婚
式
で
あ
れ
ば
よ
ほ
ど
の
事
情
が
な
け
れ
ば
起
こ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

現
在
の
葬
儀
に
お
い
て
は
通
常
の
形
式
と
し
て
執
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
自
然
で
あ
る
と
考
え

る
。告

別
式
で
あ
る
な
ら
、
喪
主
が
参
列
者
に
礼
を
取
ら
な
け
れ
ば
失
礼
に
あ
た
る
が
、
葬
送
儀
礼
で
あ
れ

ば
、
喪
主
が
参
列
者
に
礼
を
取
ら
な
く
て
も
失
礼
に
当
た
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
霊
山
往
詣
す
る
故
人
に
こ
そ
、
生
前
の
感

謝
と
追
慕
を
込
め
て
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
故
人
の
生
き
た
ま
ま
の
姿
に
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
葬
儀
が
最
後
で
あ
り
、
葬
儀
後
に
は
骨
に
な
る
の
だ
か
ら
、

遺
族
の
心
情
を
慮
っ
て
、
葬
儀
で
は
、
深
い
悲
し
み
の
中
に
い
る
遺
族
が
故
人
に
向
き
合
う
時
間
を
し
っ
か
り
作
る
こ
と
の
ほ
う
が
大
切

で
あ
る
。
葬
儀
の
後
に
続
く
生
活
の
中
で
滲
み
出
て
く
る
悲
し
み
な
ど
に
も
、
故
人
と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
死
を
受
け
止
め
る
時
間
が

あ
れ
ば
、
大
き
な
励
み
に
な
り
、
ま
た
日
本
人
の
心
情
・
文
化
と
も
合
致
す
る
。

僧
侶
が
葬
儀
を
疎
か
に
す
れ
ば
、
続
く
年
忌
の
法
事
も
た
だ
の
通
過
儀
礼
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
な
ら
ば
費
用
も
安
く
す
む
方
を
選

択
す
る
状
態
に
い
た
る
。
現
在
、
そ
の
兆
候
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

そ
し
て
、
会
葬
者
と
と
も
に
葬
儀
を
行
な
う
際
に
は
、
喪
主
を
含
め
全
員
が
ご
本
尊
の
方
を
向
き
、
会
葬
者
の
焼
香
は
遺
族
席
の
後
方

࿑
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に
据
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
図

の
座
配
で
あ
れ
ば
遺
族
は
故
人
と
向
き
合
い
、
霊
山
浄
土
に
送
る
心
構
え
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
。
従
来
ど
お
り
の
座
配
で
行
な
う
の
で
あ
れ
ば
、
葬
儀
と
告
別
式
を
し
っ
か
り
と
分
け
、
僧
侶
は
葬
儀
だ
け
を
お
こ
な
い
、
告
別

式
に
は
出
な
い
よ
う
な
方
策
を
立
て
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
。

二
、
葬
儀
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

医
療
の
世
界
で
は
今
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
は
常
識
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
と
は
、
患
者
が
こ
れ
か
ら
受

け
る
医
療
に
対
し
十
分
な
説
明
を
受
け
、
納
得
す
る
ま
で
の
過
程
を
示
し
て
い
る
。

国
立
国
語
研
究
所
の
見
解
で
は
、「
納
得
医
療
」

と
い
う
意
味
に
な
る
。
葬
儀
に
つ
い
て
僧
侶
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
説
明
を
遺
族
に
お
こ
な
っ
て
き
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
今
ま
で
は
、
仏
教

文
化
が
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
代
わ
り
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
文
化
の
継
承
は
途
切
れ
が
ち
で
、
こ
れ
か
ら
は
先
細
り
し
て

い
く
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
通
夜
説
教
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
通
夜
説
教
で
故
人
の
霊
山
往
詣
を
中
心
と
す
る
日
蓮
宗
葬
儀

の
意
味
を
説
明
し
、
今
ま
で
文
化
に
任
せ
て
い
た
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
日
蓮
宗
僧
侶
自
身
が
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。

そ
し
て
、
葬
儀
の
中
の
引
導
文
に
行
状
文
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
故
人
に
は
霊
山
往
詣
を
、
遺
族
に
は
故
人
を
霊
山
浄
土
に
送
る
と

い
う
心
構
え
を
与
え
、
遺
族
に
よ
り
深
い
安
心
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

こ
の
行
状
文
を
入
れ
る
長
所
と
し
て
、
実
例
を
あ
げ
れ
ば
、

二
十
七
歳
の

師
が
葬
儀
の
導
師
を
お
こ
な
っ
た
時
、
遺
族
の
一
人
が

布
施
に
対
し
か
な
り
の
不
満
を
抱
い
て
い
た
が
、
行
状
文
を
入
れ
て
引
導
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
葬
儀
終
了
後
に
遺
族
が

師
の
控
え

室
に
現
れ
、
暴
言
の
謝
罪
と
葬
儀
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
行
状
文
の
必
要
性
が
理
解
で
き
る
と
考
え

る
。行

状
文
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
檀
家
で
あ
っ
て
も
僧
侶
が
故
人
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
喪
主
か
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そ
れ
に
準
ず
る
人
を
寺
院
・
教
会
・
結
社
に
招
き
、
故
人
の
性
格
・
仕
事
な
ど
行
状
文
に
必
要
な
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
寺
院
に
喪
主
を
招
く
長
所
と
し
て
、
寺
院
で
葬
儀
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
、
よ
り
日
蓮
宗

葬
儀
の
説
明
が
で
き
る
と
考
え
る
。
葬
儀
場
が
寺
院
等
よ
り
遠
方
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

行
状
文
を
書
く
と
き
手
本
と
す
る
書
物
は
そ
ろ
っ
て
い
る
が
、
い
ざ
書
く
と
な
る
と
意
外
と
手
間
取
る
の
で
、
声
明
師
養
成
講
習
所
等

の
宗
門
の
教
師
養
成
機
関
で
、
少
し
時
間
を
割
い
て
行
状
文
の
書
き
方
・
読
み
方
の
講
習
を
行
な
う
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

三
、
祭
壇
か
須
弥
檀
か

現
在
の
葬
儀
で
は
、
祭
壇
を
前
に
し
て
葬
儀
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
祭
壇
の
最
上
部
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
は
宮
殿
な
ど
で
は
な

く
、
半
輿
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
図
説
葬
儀
』
に
は
、

（
昭
和
）四
十
年
代
後
半
に
な
る
と
輿
や
半
輿
が
出
現
し
て
き
た
。
こ
れ
は
都
市
部
で
の
火
葬
場
の
発
達
に
よ
り
、
葬
儀
終
了
後
に
火

葬
場
へ
行
く
こ
と
の
関
係
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
括
弧
内
筆
者
）

と
あ
り
、
棺
を
火
葬
場
ま
で
運
ぶ
た
め
の
輿
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
輿
に
棺
を
お
さ
め
て
祭
壇
の
最
上
段
に
置
い
て
い
た
の
が
起

こ
り
で
、
火
葬
場
ま
で
の
搬
送
を
霊
柩
車
が
お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
、
輿
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
半
輿
と
い
う
前
面
だ
け
の
も
の
が

残
り
、
現
在
も
祭
壇
の
最
上
部
に
乗
っ
て
い
る
。
華
美
な
装
飾
が
成
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
在
で
も
一
部
の
霊
柩
車
に
見
ら
れ
る
通
り
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
祭
壇
が
装
飾
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
が
、
で
は
日
蓮
宗
の
葬
儀
と
し
て
、
祭

壇
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
日
蓮
宗
の
僧
侶
と
遺
族
が
、
法

華
経
・
お
題
目
に
よ
っ
て
故
人
を
霊
山
浄
土
へ
送
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
や
は
り
、
信
仰
の
対
象
で
あ

る
御
本
尊
を
葬
儀
場
全
体
か
ら
見
え
る
最
上
部
に
安
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ご
本
尊
を
安
置
す
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る
こ
と
に
よ
り
、
故
人
が
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
が
遺
族
に
も
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
次
に
、
法
号
を
書
い
た
位
牌
を

安
置
し
、
そ
の
下
に
遺
影
を
飾
る
よ
う
に
指
導
し
た
ほ
う
が
、
故
人
を
霊
山
浄
土
に
送
る
須
弥
檀
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。

四
、
僧
侶
と
葬
儀
社

葬
儀
社
で
行
わ
れ
る
葬
儀
の
中
で
僧
侶
の
占
め
る
役
割
は
、
葬
儀
を
厳
か
に
す
る
音
響
で
あ
り
、
焼
香
中
の

で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
喪
主
は
焼
香
中
に
故
人
に
手
を
合
わ
せ
る
わ
け
で
は
な
く
、
会
葬
者
に
一
々
会
釈
を
し
、
祭
壇
に
対
し
て
横
向
き
、
ま
た
は
わ
ざ
わ

ざ
前
に
出
て
斜
め
に
立
ち
、
会
釈
を
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
葬
儀
と
告
別
式
が
一
つ
と
な
っ
た
形
で
、
葬
儀
よ
り
告
別
式
の
意
味
合
い
が
強
く
、
こ
の
際
の
読
経
と
は
、
有
難
い
お
経
と

い
う
よ
り
、
焼
香
の
時
に
付
き
物
の

に
し
か
受
け
取
れ
な
い
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
は
、
告
別
式
が
葬
儀
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
経
緯
に
よ
る
が
、
葬
儀
の
中
で
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
葬
儀
を
司
る
僧

侶
が
差
配
す
る
べ
き
事
項
で
あ
り
、
喪
主
に
は
自
分
の
焼
香
が
済
ん
だ
ら
自
席
に
戻
り
、
し
っ
か
り
お
題
目
を
お
唱
え
す
る
よ
う
に
指
導

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
指
導
す
る
こ
と
は
、
菩
提
寺
の
住
職
と
し
て
の
義
務
で
あ
る
。
葬
儀
社
か
ら
指
示
が
あ
る
場
合
は
、
葬
儀
社
と

よ
く
話
し
合
い
、
そ
う
い
っ
た
指
示
を
止
め
る
よ
う
に
改
め
て
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
焼
香
中
の
礼
が
必
要
な
場
合
は
、
喪

主
以
外
の
一
族
か
ら
適
任
者
を
選
出
す
れ
ば
す
む
こ
と
で
あ
る
。
『
上
野
殿
御
返
事
』
に
は
、

我
故
父
の
御
た
め
、
人
は
我
を
や
の
後
世
に
は
か
は
る
べ
か
ら
ず
。
子
な
れ
ば
我
こ
そ
故
を
や
の
後
世
を
ば
と
ぶ
ら
ふ
べ
け
れ
。

と
あ
る
。
弔
う
と
は
、『
広
辞
苑
』
に
は
「
亡
き
人
の
冥
福
を
祈
る
」
と
あ
る
。
故
人
の
身
内
で
な
く
て
だ
れ
が
真
摯
に
弔
う
の
か
、
と

日
蓮
聖
人
は
示
さ
れ
て
い
る
。
葬
儀
の
中
心
は
あ
く
ま
で
故
人
で
あ
り
、
喪
主
も
含
め
遺
族
・
会
葬
者
も
手
を
合
わ
せ
、
故
人
が
霊
山
往

詣
し
て
安
心
を
得
る
よ
う
に
、
葬
儀
社
に
も
指
導
を
お
こ
な
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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五
、
テ
レ
ビ
と
告
別
式

テ
レ
ビ
の
葬
儀
に
関
す
る
報
道
で
は
、「
葬
儀
」
と
は
言
わ
ず
「
告
別
式
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
報
道
で
使
う
「
告
別
式
」
と
は
無

宗
教
の
意
味
合
い
が
強
く
、
報
道
側
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
使
用
し
て
い
る
。
現
在
の
葬
儀
が
葬
儀
社
主
導
で
行
わ
れ
、
告
別
式

の
意
味
合
い
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
僧
侶
が
導
師
を
つ
と
め
、
故
人
を
引
導
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
広
義
の
意
味
で
の
葬
儀
で

あ
り
、
報
道
関
係
に
も
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
十
六
年
六
月
一
日
に
日
蓮
宗
宗
務
院
で
行
わ
れ
た
日
蓮
宗
声
明
師
会
連
合
会
代
表
者
会
議
で
、
神
奈
川
三
部
管
区
の
守
屋
宣
泰
師

か
ら
、近

年
頓
に
本
来
葬
儀
と
名
称
さ
れ
る
べ
き
処
を
、
告
別
式
と
新
聞
を
始
め
と
し
て
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
し
て
お
り
、
葬
儀

社
も
そ
れ
に
習
い
、
あ
ま
つ
さ
え
僧
侶
ま
で
も
が
告
別
式
と
口
に
し
て
お
り
ま
す
。
ご
存
知
の
様
に
、
葬
儀
に
は
三
つ
の
要
素
が
鼎

立
し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
ど
の
よ
う
な
民
族
に
も
「
あ
の
世
観
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
送
り
で
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
に
は
、
死
別
に
対
す
る
別
れ
、
三
つ
目
に
は
、
縁
の
濃
淡
に
よ
る
悲
し
み
で
あ
り
ま
す
。
特
段
に
別
れ
だ
け
が
強
調
さ
れ
る

謂
わ
れ
が
な
い
と
愚
考
い
た
す
次
第
で
す
。
そ
こ
で
、
宗
門
に
対
し
て
、
提
言
及
び
要
望
を
出
来
ま
す
の
は
、
声
明
師
会
を
置
い
て

他
に
は
無
い
と
思
う
次
第
で
す
。
ど
う
ぞ
、
本
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
本
宗
に
は
告
別
式
と
い
う
言
葉
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
御
決

議
賜
り
、
宗
門
に
提
言
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
要
望
致
し
ま
す
。

と
い
う
提
案
が
出
さ
れ
、
決
議
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
賛
同
を
得
て
宗
門
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
声
明
師
会
の
動
き
も
、
告
別
式
に
対
す
る
警
戒
感
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
メ
デ
ィ
ア
に
、
葬
儀
に
対

す
る
理
解
を
求
め
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、
何
よ
り
檀
信
徒
に
、
日
蓮
宗
の
葬
儀
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
の
教
化
が

必
要
で
あ
る
。
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六
、
最
後
に

寺
院
は
葬
儀
を
布
教
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
長
い
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。
こ
れ
に
伴
う
教
線
の
拡
張
は
、
江
戸
幕
府
が
寺
請
け
制
度

を
設
け
た
こ
と
で
も
十
分
に
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
日
蓮
宗
葬
儀
は
た
だ
布
教
の
手
段
と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
死
穢
を
離
れ
、
日
蓮

大
聖
人
の
教
え
に
も
合
致
し
た
、
生
者
と
死
者
の
同
時
成
仏
の
霊
山
往
詣
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
日
本
人
の
心

を
育
む
文
化
と
し
て
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
葬
儀
を
お
こ
な
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
日
蓮
宗
僧
侶
は
葬
儀
に
対
し
て
、
自
覚
と
誇
り
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
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